
◇意見募集期間： 平成19年11月15日～30日
◇資料の配置・閲覧場所： 市役所情報公開コーナー、伏木・戸出・中田支所、

　　　　　　　　　  地域振興課（福岡総合行政センター2F）、男女平等推進センター
◇市民意見等：市民委員6人(内、感想２人)、庁内連絡会議１件　　計22件(感想２件)
◇意見に対する考え方：　○-修正　　△-趣旨内包　　×修正なし

１　基本計画・事業計画に対する意見

No. 頁番号 対象文等 意見等の概要 意見に対する考え方
反映
結果
等

1 基本計
画に対
する追
加意見

第1章

20P
図表21
の凡例

棒グラフの凡例（説
明）

「全体」という凡例が
抜けている。

字句を追加する｡ ○

2 基本計
画の修
正意見
に対す
る意見

基本目
標Ⅱ

31P
18行
目・
32P
下10
行目

｢ファミリー・サポー
ト・センター｣の字句

「ファミリー・サポー
トセンター」と元のと
おり続けてよいのでは
ないか？

全体を続けても良いく
らいである。

変更なし。
市の総合計画、次世代育成支援行動
計画及び事業者である地域女性ネッ
トの表示が、｢ファミリー・サポー
ト・センター｣としており、表現の統
一・整合を図るため。

×

3 基本計
画に対
する追
加意見

基本目
標Ⅱ

32P
16行
目

｢市では、「高岡市福祉
のまちづくり条例」に
基づき、障害のある人
もない人も共に生活し
活動できるノーマライ
ゼーションの理念に基
づいた福祉施策を推進
してきています。
｣

一文中に基づくという
言葉が重なっている。

次のとおり修正する。
｢市では、「高岡市福祉のまちづくり
条例」に基づき、障害のある人もな
い人も共に生活し活動できるノーマ
ライゼーションの理念のもとに、福
祉施策を推進してきています。」

○

男女平等推進プランに対する市民意見等の結果等について

資料２
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4 基本計
画に対
する追
加意見

基本目
標Ⅴ

44P
下2行
目

・ プランの進捗状況に
ついて、毎年調査を実
施し、年次報告により
市民等に公表し、問題
点等を明確にして解決
を図りながら、目標達
成に努めていきます。

プランの進捗状況を公
表して目標達成に努め
るだけでなく、理念等
を広く発信し、プラン
を推進していく姿勢の
記載があった方が良
い。

次のとおり修正する。
・ プランの推進を図るため、機会
を捉え、市内外に市の姿勢を発信す
るとともに、プランの進捗状況につ
いて、毎年調査を実施し、年次報告
により市民等に公表し、問題点等を
明確にして解決を図りながら、目標
達成に努めていきます。

○

5 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

46P
具体的
施策№
5

5　市一般行政職の副主
幹職以上職員(係長相当
職以上)の登用につい
て、性別にかかわら
ず、職員個々の能力や
意欲等により行う｡

副主幹職以上職員及び
校長、教頭等（管理監
督教職員）の女性登用
率について、継続して
調査・把握に努める｡

「性別にかかわらず」
ではなく、女性の積極
的登用を盛り込む。

「女性の登用率の調
査・把握」に留まら
ず、調査の結果明らか
になった（把握した）
現状に対して、対策を
講じるまでを含める。

変更なし。
この施策に関する基本計画において
は、「市職員について、研修等能力
開発や職務分担は、性別にとらわれ
ず個人の能力、意欲、適性等に基づ
き男女均等に行い、活用を図ってい
く」と対策を講じるとともに、「登
用については、個人の能力、意欲、
適性等に十分配慮し、男女平等に
行っていく」として、 性別を前面に
出していないため。

△

6 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

46P
具体的
施策№
7

7　 自治会・ＰＴＡ・
地区社会福祉協議等の
団体の方針決定の場へ
の女性の参画につい
て、理解や周知を図っ
ていく｡

理解や周知を図るため
の具体策（出前講座実
施等）を記す。

変更なし。
この施策は、各課がそれぞれ、いろ
いろな機会を捉えて理解や周知を
図っていくことを表しているため。
また、出前講座については、具体的
施策№79において掲げているため。

△

7 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

47P
具体的
施策№
8

8　 福祉活動員・高齢
福祉推進員・健康づく
り推進員・ヘルスボラ
ンティア・生涯スポー
ツ指導員・体育指導委
員・富山県男女共同参
画推進員等団体活動
が、男女の共同参画の
視点で取り組まれるよ
う、研修機会等を通
じ、理解や周知を図っ
ていく｡

男女平等・共同参画の
視点で・・・（他の項
目も同様）

変更なし。
この施策は、特に男女があらゆる活
動に共に参画していくことに取り組
む趣旨であるため。
なお、この施策に関する基本計画の
基本目標は、男女平等・共同参画の
視点・気運の醸成に努め、あらゆる
分野へ市民の参画を促進する等とし
ている。

△
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8 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ
47P
具体的
施策№
9

「9　職場、家庭、地域
活動等の様々な場にお
いて、性別の偏りに起
因する慣行・慣習につ
いて、意識しかつ見直
していく視点の大切さ
を、男女平等推進セン
ター等の情報誌や講座
で啓発する｡」

市では、企業における
女性活用の取組の動き
や市内への雇用の場の
進出、また、大学、伝
統産業、デザイン、観
光等多くの分野へ、女
性の参画を進めるまち
づくりが行われてお
り、そのことについて
記載があった方が良
い。

次のとおり修正する。
「職場、家庭、地域活動、教育等の
様々な場において、女性がいきいき
と参画と活躍ができるまちづくりに
積極的に取り組む。性別の偏りに起
因する慣行・慣習について、意識し
かつ見直していく視点の大切さを、
男女平等推進センター等の情報誌や
講座で啓発する｡」

○

9 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ
47P
具体的
施策№
10

10　実施事業に、男女
平等・共同参画*を妨げ
る状況がないかについ
て、常に検討・配慮を
行う｡
市の広報紙・情報誌、
パンフレット・リーフ
レット及びインター
ネットのホームページ
等における表現が、人
権の軽視や性別による
役割分担意識*につなが
ることのないよう、留
意する

検討・配慮、または留
意する機関を明記す
る。また、問題があっ
た場合には改善するこ
とをその主体とともに
明記する。

変更なし。
担当課欄に記載のとおり、庁内連絡
会議幹事課等全課が責任を持って行
うため。
また、刊行物についても同様である
が、特に広報統計課、男女平等・共
同参画課が全体のチェックを担い、
留意する」の表現は「改善の指摘」
を含んだものであるため。

△

10 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

47P
具体的
施策№
13

13　幼稚園・学校教育
の場において、児童の
個に応じた、一人ひと
りの適性を生かす指導
を行う｡

一人ひとりの適正を生
かす指導を行う」前提
に、男女平等があるこ
とを明記する。

変更なし。
男女平等の理念は、この施策に関す
る基本計画の基本目標で、男女平
等・共同参画の視点・気運の醸成に
努め、あらゆる分野へ市民の参画を
促進する等としているため。

△

11 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ
47P
具体的
施策№
14

14　小・中・特別支援
学校で、｢ものづくり・
デザイン科｣の授業を実
施し、市の優れた伝統
工芸や産業について、
体験学習を行う｡

「体験学習を行う」こ
とが、固定的な性別役
割分担等による慣行等
の解消に繋がるかは疑
問。

変更なし。
授業は、学校教育という枠組みだけ
でなく、伝統文化・技術の継承や人
材育成、ものづくりのまち高岡の市
民としての意識醸成を図り、地場産
業の活性化を目指すという多くの目
的を持っており、性別にとらわれな
い職業観を養う等の男女共同参画の
意識を形成する機会につながるとし
て捉えているため。

△
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12 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

47P
具体的
施策№
15

15　幼稚園・小・中・
特別支援学校の教諭の
男女平等・共同参画意
識の向上を図る研修や
学習会への参加に配慮
する｡

男女平等・共同参画意
識の向上を図る研修や
学習会に配慮するでは
なく、必修とする。

変更なし。
あらゆる参加機会等を捉え、幅広く
職員の資質向上を図っていくという
趣旨であるため。

△

13 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

48P
具体的
施策№
17

17　男女平等・共同参
画の推進のために、高
岡女性の会連絡会やＥ
ネット（男女平等推進
センター登録活動団体
ネットワーク）等のグ
ループや市民が自主的
に企画・実施する事業
に対して支援するとと
もに、芸術・文化・ス
ポーツ及び伝統産業の
振興や育成に携わる団
体等が実施する事業に
対し支援する｡
また、地域で活躍する
女性リーダー育成の研
修を行う。

支援団体に「地域女性
ネット高岡」もある。
記載の仕方について検
討を。

次のとおり修正する。
「17　男女平等・共同参画の推進の
ために、地域女性ネット高岡、高岡
女性の会連絡会、Ｅネット（男女平
等推進センター登録活動団体ネット
ワーク）等のグループや市民が自主
的に企画・実施する事業に対して支
援するとともに、芸術・文化・ス
ポーツ及び伝統産業の振興や育成に
携わる団体等が実施する事業に対し
支援する｡また、地域で活躍する女性
リーダー育成の研修を行う。」

○

14 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅰ

48P
具体的
施策№
19

19　行政と市民・事業
者等が、防災・災害復
興・観光・環境保全等
の様々な分野における
協働のまちづくりを進
める。新たな市民の参
画の促進と女性の視点
や感性等を活かした地
域課題の発見・解決に
努める｡

女性の視点や感性等を
活かすための具体策を
記す。

変更なし。
個別の具体的事業は、各部署におい
て取り組んでいくものとして、事業
計画には羅列をしていないため。
（個別の具体的事業としては、たと
えば、消防団活性化対策、富山県男
女共同参画推進員の活動等があ
る。）

△

15 事業計
画に対
する意
見

49P
具体的
施策№
28

28 ひとり親家庭の母
子への住居の提供や自
立のための生活資金貸
付等を行う｡また、ひと
り親家 庭 の 親等 に対
し、医療費の一部助成
や就労支援を行うとと
もに児童扶養手当、遺
児愛育手当を支給する｡

父子家庭にも自立支援
は必要でないかと感じ
る。

変更なし。
法律では、住居と生活資金貸付支援
については母子に対して行うことと
しており、当面、法律に基づき行っ
ていくため。
なお、父子家庭に対しては、医療費
の一部助成や就労支援措置や相談支
援を今後も続けていく。また、県の
ひとり親サポート事業等の子育て・
生活支援制度についても紹介してい
きたい。

△
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16 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅳ

55P
具体的
施策№
73

73　男女平等推進セン
ター等において、リプ
ロダクティブ・ヘルス
／ライツの概念や男女
の性に関する図書等の
整備の充実を図る｡

図書等の整備の充実だ
けではなく、周知する
ための講座を開講する
ことなどを盛り込む。

変更なし。
周知のための講座については、具体
的施策№77の社会の変化や市民ニー
ズ等を把握した男女平等推進セン
ターにおける男女平等・共同参画に
かかる講座の中で位置づけているた
め。
なお、リプロダクティブ・ヘルス／
ライツは、妊娠・出産、性感染症、
HIV/エイズ、性暴力、不妊、人工授
精、代理出産、買売春、中絶など
様々な問題を幅広く含んでおり、そ
れぞれ所管の担当課において正しい
知識の普及を図るための講座や生命
を尊重する態度・行動などの発達段
階に応じた性教育等を実施する｡

△

17 事業計
画に対
する意
見

基本目
標Ⅴ

57P
具体的
施策№
77

77　男女平等推進セン
ターにおいて、社会の
変化や市民ニーズ等を
把握した男女平等・共
同参画にかかる講座開
催や情報誌の制作、図
書類の整備など、的確
な情報発信・提供に努
める｡
男女平等推進センター
の事業等に、男女平
等・共同参画を推進す
るグループや市民の能
力の活用を得ていく｡

「グループや市民団体
と協働する。」とす
る。

変更なし。
男女平等推進センター事業は当然に
全てが協働事業ではないことから、
協働にふさわしい事業について、市
民や団体の得意分野での能力の活用
を得ていくという趣旨であるため。
なお、協働については、特に基本計
画変の重点課題３「地域活動の場で
の協働や男女平等・共同参画」の中
で推進Ⅱのの現状と課題において、
これまで以上に進めていくことが重
要であるとしている。

△

２　全体に対する意見又はその他感想等
18 ・28の目標を指標として掲げている

ほか、推進状況の市民への公表、市
男女平等推進市民委員会における審
議、必要に応じたアンケート調査の
実施等で評価しながら取り組んでい
くこととしている。他の評価方法に
ついても研究を要する。

△

19 ・個別の具体的事業は、各部署にお
いて取り組んでいくものとして、事
業計画には羅列をしていない。

・全庁的な取組としては、市職員研
修や市男女平等推進庁内連絡会議(幹
事会・主任会議)による連携、各課で
の資質向上のための研修参加などい
ろいろな形で取り組むこととしてい
る。

△

・男女平等・共同参画推進状況について、数値だけでその
実態を把握するのは困難だと思う。早急に推進実態を示す
「評価」方法を研究し、各事業について統一して評価する。

・「・・・努める」「・・・図る」という表現が多いが、もう一歩踏み
込んだ具体策を盛り込むことを望む。
また、「全庁的に取り組む」ためにも、外部講師も招へいする
等、庁内研修をより一層充実することが望まれる。
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20 ・個別の具体的協働事業を各部署に
おいて実施していくに当たっては、
当然H18.12月に策定した「市民と行
政の協働のルール」に基づき行われ
るものである。

△

21

22

・家庭における女性の役割と男性の役割 子育て・家事・共有する環境と仕組みづくり、解決すべきは意
識の問題。
・企業における女性の役割　　　職場業務の円滑なつなぎ役、女性ならではの気配り、笑顔、ことば
・女性の活躍支援 2名の女性主任を選任した結果、意欲的に業務遂行にあたっている。資格取得への
サポート、費用と時間の配慮
・今後は、職場における女性の活用は企業存続の要となる。

・細かい言葉づかいに配慮されている。日本語の表現の難しさを感じるとともにファジーさがあるかもしれな
い。

・協働事業としているものについては、「協働のル－ル」に照
らして見直す。
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